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〈ヨーロッパにおける日本の漆器の歴史〉 

チェコの日本の漆器コレクションは、ヨーロッパで重要な役割を果たしていたことがわ

かった。ヨーロッパ（チェコ）に日本の漆器が輸入されたのは 16 世紀後半。当時の漆器は

特にヨーロッパの顧客のために割り当てられ、また 16 世紀後半のハプスブルク家では王室

コレクションとして南蛮漆器があったそうだ。 

 

〈16 世紀と現在の漆器デザインのギャップ〉 

南蛮漆器は、私が持つ現在の漆器のイメージとは全く異なるもので、螺鈿など装飾が豊富

でデザインがかなり凝られていた。現在のシンプルな漆器のイメージとは違っていたので、

昔のヨーロッパ人はそのような華やかなものを好んでいたのだと思う。 

また、形もとても大きく、宝箱のように上部の蓋は半円筒のようになっている。キャビネ

ットとしても使われていたそうだ。やはり、大きくてきらびやかなものは貴族に好まれてい

たのだなと思った。 

 

〈チェコの美術館、博物館〉 

日本の漆器は、チェコの美術館や博物館に多く所蔵されている。南蛮漆器も所有している

ところもあるそうだ。チェコに日本の漆器があるのはとても面白いと感じた。当時のヨーロ

ッパで、日本の漆器が受け入れられていたと思うととても感慨深い。 

 

私はこの論文を読んで、漆器だけではなく様々な伝統工芸品のルーツを知りたいと思っ

た。 


